
 

 

        一般社団法人 災害総合支援機構 
 

第４回 災害コーディネーター講座 受講生募集要項（案） 

 

 ≪災害コーディネーター制度創設に向けて≫ 

 支援活動をするには、活動そのものが被災者に受け入れられることが必要です。 

そのためには活動をする人および「しくみ」が被災者に信頼されなければなりません。 

ダメージを受けた被災者に信頼されることは容易なことではなく、日常の活動の積み重ね

で既に社会的に信頼を得ている個人及び組織はもとより、信頼し得る人・組織として社会

的に担保できる「しくみ」が必要です。  

 復興へのプロセスを被災者と共有し目標を持って歩みだすことであり、被災者に寄り添

って活動することができる素養と能力を備えた人材および「しくみ」＝ [災害コーディネ

ーター制度]が求められます。  

日ごろから交流を図り、自らできることを明らかにし、他者の活動を理解し、被災者に

受け入れてもらえる支援体制を組み立てることが必要です。巨大災害がいつ起きてもおか

しくない今日において、災害コーディネーターとしての素養と能力を養成する仕組みを作

ることからはじめて、社会的に担保し得る制度として育てることが緊急の課題です。 

 

災害を乗り越え前向きに生きていくには、 

①支えあう仲間（コミュニティー） 

②生きていくための支援などのサポートが必要です。様々な分野の専門家が連携して、 

それぞれ異なる状況下にある被災者を支えるサポート体制が望まれています。 

連携するにあたり各専門分野の活動内容を理解することが、サポート体制づくりに役立つ

ものと考え第 4回目の講座を企画しました。（機構長 中田準一） 

 

 

募集人員 ： 20名程度（先着順受付）  

受講資格 ： 原則、本会会員であること。 

       ※ 国家資格またはそれに準ずる専門資格を有する方で、将来本会への入会 

        を希望される方については会員外でも受講できますので、当会へお問い 

合わせください。 

申込方法 ： 申込期限までに、氏名、連絡先電話番号を記載したメールを以下の申込先 

まで発信してください。メール受信後に受付けた旨の返信を致します。  

申 込 先 ：  miyajima@rmo.or.jp 

申込期限 ： 5月 29日（月）（定員に達した場合は募集を締切ることがあります。）  

受 講 料 ： 会員 12,000円  会員外：18,000円 

       （受講料は全６回分です。資料代及び消費税を含みます。） 

      ※ 災害コーディネーター資格者は 6,000円（全６回）といたします。  

      ※ 受講料については、申込の受付確認後、振込期限までに以下のどちらか 

の口座に振り込んでください。 

      ※ 上記受講資格に関係なく講座内容に関心のある方は全 6回連続受講で 

        なく単発の受講も可能です。（3,000円／回） 

但し、災害コーディネーターの認定を受けることはできません。 

 



（要事前申込、3,000円の受講料は当日に頂きます。定員超過の場合 

お断りさせていただく場合があります。ご了承ください。） 

     ＜振込先口座＞ 

銀 行 名 三菱東京 UFJ銀行 ゆうちょ銀行 

支 店 名 神田駅前支店（店番号：010） 〇〇八（読み ゼロゼロハチ）（店番号：008） 

預金種目 普通 普通 

口座番号 0582430 0659651 

口 座 名 
一般社団法人 災害総合支援機構 

代表理事 中田 準一 
一般社団法人 災害総合支援機構 

     ＜振込期限＞2023年 5月 29日（月） 

会  場 ： ＪＩＡ館１階建築家倶楽部  東京都渋谷区神宮前 2－3－16 

資格認定 ： 本会正会員で、6回とも受講し、書類審査に合格した者に対し「災害コーデ

ィネーター資格」を認定し、「災害コーディネーター資格者証」を交付しま

す（別途実費）。受講が 6 回に満たない場合、２回を限度として、補習等で

受講に代える措置を講じます。 

 

カリキュラム： 

 日 程 講座（仮題） 講師 

１ 6月 6日（火） 
「災害コーディネーター制度と専門士業 ～

制度創設以降の専門士業の取り組み～」 

吉田雅一（不動産鑑定士） 

金子三佳子（行政書士） 

中野明安（弁護士） 

庫川尚益（建築士） 

２ 7月 4日（火） 
専門家が被災者とどのように関わったか  

～被災者相談会の結果から～ 

 

上野雄一（技術士） 

 

３ 8月 1日（火） 災害復興支援に係る公的支援制度 

 

藤田千晴（中小企業診断士） 

 

４ 9月 5日（火） 
（仮）市民による地区防災を考える。 

～地域コミュニテイの向上のために～ 
栗田和夫（土地区画整理士 ） 

５ 10月 3日（火） 
全壊マンションにおける合意形成 ～修繕

か・建替か・敷地売却かの実状～ 
木村孝（マンション管理士） 

６ 11月 14日（火） 災害対策における情報通信技術の利活用 
山本佳世子（電気通信大学大学

院情報理工学研究科教授） 

 

受   付： 15時 45分より 16時 00分まで 

講   義： 16時 00分より 18時 00分まで（2時間・質疑応答含む） 

問い合せ先：  一般社団法人 災害総合支援機構  

        災害コーディネーター講座担当  

        Tel   03-3827-6675 (V建築設計室内) 

Fax  03-3827-6630 (V建築設計室内) 

        E-mail    miyajima@rmo.or.jp 


